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「心をひとつに」共に進もう　復興あさひ
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「介護予防・日常生活支援総合事業」が･
始まります･･･････････････････････････ 3
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花と笑顔を咲かせたい！ 中央小・花も笑顔もいっぱい活動

　市内小中学生の社会貢献活動を支援する旭・学び助成金（旭３Ｓ）活動の一環と
して、毎年行われている「中央小・花も笑顔もいっぱい活動」。この日参加した全
校児童740人は、旭農業高校の生徒や地元老人会の人たちと一緒に、花の植え付
け作業を行いました。鉢植えはしばらく栽培された後、地域の施設や公園などに
設置されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１月28日／中央小）



放
送
を
聞
い
て
避
難
開
始

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
聞
い
て

か
ら
、
近
く
の
避
難
場
所
に
避
難
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
ら
か
じ
め

ど
こ
に
避
難
す
る
か
、
話
し
合
う
こ

と
も
大
切
で
す
。

日
時

　
３
月
６
日

（日）　
午
前
９
時
〜
10
時

30
分

※
荒
天
中
止（
こ
の
場
合
午
前
７
時

30
分
に
防
災
行
政
無
線
で
放
送
）

避
難
場
所

●
飯
岡
小
学
区

　
飯
岡
小
、
飯
岡
中
、
上
永
井
公
園
、

下
永
井
団
地
、
双
葉
団
地
Ａ
、
塙
地

先
の
高
台
、
横
根
地
先
の
高
台
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
、
い
い
お
か
潮
騒
ホ

テ
ル
、
い
い
お
か
保
育
所

●
三
川
小
学
区

　
三
川
小
、
三
川
地
先
の
高
台
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー

●
矢
指
小
学
区

　
矢
指
小
、
旭
中
央
病
院
附
属
看
護

専
門
学
校
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー

●
富
浦
小
学
区

　
富
浦
小
、
一
中
、
か
ん
ぽ
の
宿
旭
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー

●
そ
の
ほ
か

　
豊
畑
小
、
中
央
小
、
二
中
、
海
上

公
民
館

対
象
地
区

　
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
地
区
外

の
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

主
な
訓
練
内
容

●
避
難
訓
練

　
震
度
６
弱
の
地
震
を
観
測
、
大
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
る
。
住
民
は
防

災
行
政
無
線
の
放
送
に
よ
り
、
近
く

の
避
難
場
所
に
避
難
す
る
。

●
救
命
・
救
急
訓
練

　
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
い
方
、
応
急
処
置
な
ど
を
学
ぶ
。

●
食
料
供
給
訓
練

　
備
蓄
食
料
の
配
給
を
行
う
。

※
救
命
・
救
急
訓
練
と
食
料
供
給
訓

練
は
、
飯
岡
小
、
三
川
小
、
矢
指

小
、
富
浦
小
の
ほ
か
、
新
校
舎
の

完
成
を
機
会
に
飯
岡
中
で
も
行
い

ま
す
。

【別表】旭市津波避難訓練対象地区一覧

小学校区 地区名

飯岡小

東町、西下町、横根東浜、永井岡、西上町、
本町、川端町、小網町、広網町、大崎町、
八軒町、並木町、行内、平松浜、飯岡岡、
平松岡、横根岡、横根西浜、萩園（市営萩園
住宅を含む）、双葉町

三川小 曽根、浜、目那、犬林、上宿、後、下宿、
県営飯岡団地

矢指小
十日市場浜、椎名内東町、椎名内仲町、椎
名内西町、西足洗浜、野中、足川浜、椎名内岡、
東足洗、西足洗岡、足川岡

富浦小 仁玉浜、中谷里浜、川向、神宮寺浜、井戸野浜、
駒込浜、仁玉岡、中谷里岡、神宮寺岡

豊畑小 井戸野上通り、井戸野中通り、井戸野下通り、
泉川、駒込岡、大塚原

中央小 十日市場岡

※�10ｍの津波が襲来した場合に、予想される市内の浸水範囲に
含まれる地区とその周辺を想定しています。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班　

☎
62
‐
５
３
１
１

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
︱
︱
。
あ
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
、

大
津
波
の
襲
来
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
災
害
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
６
日
（日）
は

食料供給訓練 救命救急訓練 避難訓練

津
波
避
難
訓
練
に
参
加
し
よ
う

あ
な
た
と
家
族
を
守
る
た
め
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新しい「介護予防・日常生活支援総合事業」
が始まります

３月１日（火）から

　介護保険制度の改正により、これまで介護予防給付で行われていたサービスの一部を、市の事業である地
域支援事業へ移行し、介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）を実施します。

新
し
い
総
合
事
業
と
は
？

　
従
来
の
地
域
支
援
事
業
の
介
護
予

防
事
業
が
、
新
し
い
総
合
事
業
と
し

て
再
編
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
給

付
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
「
訪
問
介

護
」
と
「
通
所
介
護
」
が
「
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に

移
行
さ
れ
、
市
町
村
ご
と
の
独
自
の

事
業
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
訪
問
介
護
と
通
所

介
護
の
ほ
か
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企

業
、
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

旭
市
で
は
何
が
変
わ
る
？

　
要
支
援
１・

２
の
人
が
利
用
す
る

介
護
予
防
給
付
の
う
ち
、
訪
問
介
護

と
通
所
介
護
の
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

全
国
一
律
の
基
準
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
か
ら
、
市
が
実
施
す
る
新
し
い
総

合
事
業
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
し
ま
す
。
た
だ

し
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、

多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
実
施
に
向
け
て
検

討
・
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
現
在
、
要
支
援
の
認
定
を
受

け
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

３
月
以
降
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
要

介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
総
合
事
業
で
行
わ

れ
る
事
業

【
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
】

対
象
／
●
要
支
援
１
・
２
の
人　
　

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
対
象
者（
事
業
対
象
者
）

※
事
業
対
象
者
と
は
、
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト（
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
日
常
生
活
で
必
要
と
な
る

機
能
の
低
下
の
有
無
を
確
認
す
る

も
の
）に
該
当
し
た
人

利
用
で
き
る
主
な
サ
ー
ビ
ス
／
●
介

護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　
●
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス　
●
通
所
型
サ
ー
ビ

ス　
●
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

【
一
般
介
護
予
防
事
業
】

　
地
域
の
介
護
予
防
活
動
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
の
全
て
の
人

総
合
事
業
Ｑ
＆
Ａ

Q
新
し
い
総
合
事
業
を
利
用
す

る
に
は
ど
ん
な
手
続
き
が
必

要
で
す
か
？

A
新
規
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
は
、
①
要
介
護（
要

支
援
）認
定
申
請
②
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
実
施
申
請
の
い
ず
れ
か
が

必
要
で
す
。
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

Q
事
業
対
象
者
は
ど
の
よ
う
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
で

す
か
？

A
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
一

部
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）

の
担
当
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

相
談
を
経
て
、
本
人
の
意
向
、
心
身

の
状
態
や
生
活
状
況
に
合
っ
た
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
62
‐
５
３
０
８

旭
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
班
内
）

☎
62
‐
５
４
３
３

高齢者（65歳以上）

市高齢者福祉課・地域包括支援センターに相談

要支援・要介護認定を申請

要介護
1～5

ケアプランの作成

介護サービス

介護給付 介護予防給付 介護予防・日常生活支援総合事業

介護予防サービス
●福祉用具貸与、
　訪問看護
●通所リハビリテー
　ション　など

介護予防・生活支援
サービス事業 一般介護予防事業
●訪問型サービス
●通所型サービス
●生活支援サービス

全ての高齢者の介護
予防　など

介護予防ケアプランの作成

要支援 1
要支援 2 非該当 非該当

（元気高齢者）
該当

（事業対象者）

基本チェックリストを実施

サービス利用までの流れ
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交
付
要
件

◦
平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
住
宅

を
取
得（
自
ら
新
築
し
た
か
、
新

築
住
宅
・
中
古
住
宅
を
購
入
し
た

も
の
で
所
有
権
登
記
が
な
さ
れ
た

も
の
）し
、
定
住
の
た
め
に
市
内

に
転
入
し
て
い
る
。

◦
住
宅
の
取
得
日
と
転
入
日
と
の
間

に
１
年
以
上
の
期
間
が
な
い
。

◦
転
入
の
日
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

以
上
市
外
に
住
所
を
有
し
て
い
た
。

◦
交
付
申
請
時
に
市
内
に
定
住
し
て

い
る
。

◦
世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納
し

て
い
な
い
。

◦
過
去
に
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
。

奨
励
金
の
額

　
50
万
円

申
し
込
み
方
法

　
企
画
政
策
課
に
あ
る
申
請
書
と
誓

約
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

☎
62
︲
５
３
０
７

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
観
光
物
産
協
会
飯
岡
支
部

（
商
工
観
光
課
観
光
班
内
）

☎
62
︲
５
３
３
８

事業者登録は
していますか？

　旭市への人の流れをつくり元気なまちづくりを目指すため、
市内に定住する意思を持って住宅を取得し転入した人に、奨励
金の交付を行っています。

元気なまちづくりを目指すため交付しています

旭市定住促進奨励金

　
飯
岡
地
域
内
に
隠
さ
れ
た
宝
箱
を

探
し
出
し
、
そ
の
中
に
あ
る
キ
ー

ワ
ー
ド
を
集
め
よ
う
。

　
全
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
集
め
た
人

の
中
か
ら
、
抽
選
で
賞
品
が
当
た
り

ま
す
。

日
時

　
２
月
21
日

（日）　
午
前
10
時
〜
午
後

１
時（
抽
選
会
：
午
後
１
時
〜
）

※
荒
天
中
止

キ
ー
ワ
ー
ド
報
告
所

　
い
い
お
か
み
な
と
公
園
特
設
テ
ン

ト費
用

　
無
料

宝
の
地
図
の
配
布
場
所

　
市
役
所
本
庁
、
市
民
会
館
、
海
上

公
民
館
、
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ

ン
タ
ー
、
干
潟
公
民
館
、
青
年
の
家
、

総
合
体
育
館

※
２
月
19
日

（金）
か
ら
配
布（
21
日
は
、

い
い
お
か
み
な
と
公
園
特
設
テ
ン

ト
で
も
配
布
）。
タ
カ
ラ
ッ
シ
ュ 

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
 

w
.takarush.jp/prom

o/iio 
ka/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

賞
品

　
ゲ
ー
ム
機
、
イ
チ
ゴ
な
ど

※
先
着
４
０
０
人
に
発
見
者
賞
あ
り
。

謎
解
き
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト

リ
ア
ル
宝
探
し

宝
箱
を
開
け
る
の
は
君
だ
！
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飯岡中新校舎が完成
新しい校舎での生活が始まりました
　平成26年６月から改築工事を進めてきた飯岡中が、
昨年12月に完成しました。生徒たちも３学期から真新し
い校舎で学び始め、新たな飯岡中の歴史がスタートしま

装には木材を多用し、温かみのある仕上がりにしました。
●体育館

した。
　新校舎は緑豊か
な地域にあり、校
舎とグラウンドが
一体になったた
め、生徒の安全面
からもとても良い
環境になりまし
た。外観は地域と
の調和を考慮し、飯岡保健福祉センターやいいおかふれ
あいスポーツ公園との一体感を思わせるデザインとしま
した。
●校舎
　管理・教室棟と
特別教室棟で構成
されていて、鉄筋
コンクリート造り
２階建てとなって
います。生徒昇降
口から入ると太い
コンクリートの柱

　校舎とつながってい
て、同じく鉄筋コンク
リート造り２階建てに
なっています。以前の
体育館に比べるとア
リーナが大幅に広くな
り、部室も１階に配置
しています。２階には
新しく武道場を設けま
した。
●屋上避難場所
　校舎屋上には緊急の
避難に備え、屋外階段
から上れる津波避難ス
ペース約1,500人分を
設けました。
●グラウンド
　200ｍトラック、野
球場、サッカー場、テ
ニスコートを効率よく
配置しました。また排
水対策としてグラウン
ド全面に暗きょ排水な
どを施してあります。
　飯岡中に関するくわ
しい内容は、庶務課施
設班（☎55-5722）まで
問い合わせてください。

が見え、建物の頑丈さを感じることができます。
　校舎内は「ゆとり」を感じられる広々とした造りで、内

地域との調和を考慮したデザイン

耐震面に考慮した太い柱

広く天井の高い体育館

効率よく配置されたグラウンド

避難スペースになる屋上

　元旦の朝、早起きをして近くの海岸に初日の出を見に
出掛けました。見に行くようになってから、今年でかれ
これ15年くらいたつでしょうか。
　今年の冬は例年に比べて暖かく、海岸に訪れた大勢の
人たちの服装もやや軽めに感じられました。昇る太陽を
目の前にして、いくつか願い事をしました。一番心を込
めて願ったのは、本校の児童が昨年同様、いやそれ以上
に豊かな心を育み、健やかに成長していくことです。

　本校は、現在370人という多くの児童が在籍していま
すが、けがや病気で学校を欠席する児童は少なく、出席
率が非常に高くなっています。もちろん長期に休む児童
も一人もいません。明るく元気で、健やかな体を持って
いるといってよいでしょう。
　また友達に対して、優しい言葉掛けができる子、温か
い励ましの言葉が言える子、素直に謝ることができる子
も数多くいます。心の成長も日々の集団生活の中で着実
に身に付けられています。
　正面玄関前の石碑に「嚶鳴」の由来が刻まれています。
●「鳥鳴嚶嚶」…響き合う鳥たちの声
●「嚶其鳴矣」「求其友聲」…その鳴き声は友を呼ぶ声
　石碑に刻まれている鳥たちのように、本校の児童も大
勢の友達をつくり、互いに語り合い、学び合うことによ
り、自分自身をより高めていってくれると考えます。そ
して、学校全体が子どもたちの笑顔で活気に満ち溢れて
いくことを願ってやみません。

学びのひろば旭 vol.29
旭市教育委員会

庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）
生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

校長リレーエッセイ

「嚶鳴っ子」の
成長を願って

林 仁志

 
嚶鳴小学校長
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…申し込み　問…問い合わせ

ファミリーコンサートvol.3
「ママのおなかとおひざで音楽会」
日時／２月21日（日）　午後２時〜３時
30分
場所／東総文化会館小ホール
出演／アンサンブルFami
曲目／妖怪ウォッチメドレー、ディズ
ニーソングなど
入場料／大人1,000円、子ども500円
（３歳未満の膝上鑑賞は無料）　※全席
自由
東総文化会館（☎64-2001）

自分たちのまちは、自分たちで守ろう
防犯講演会を開催します
日時／２月20日（土）　午後２時〜
場所／青年の家２階研修室
内容／旭警察署による講演、防犯パト
ロール情報交換会など
旭市エンジョイパトロール隊・林

（☎63-0246）

生涯学習講演会
「南水ひとり語り」
日時／３月８日（火）　午後２時〜３時
50分　※要事前申し込み
場所／東総文化会館小ホール
講師／熊澤南水さん（舞台朗読家）
内容／講演「現

い

代
ま

を輝いて」、語り「糸
車」（山本周五郎原作）
費用／無料

生涯学習課社会教育班（☎55-57 
27）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催
日時／２月26日（金）　午後１時〜５時
※要事前予約
場所／第二市民会館
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-24-7880）

市税の夜間・休日納税窓口

〈日時〉
●夜間納税窓口：２月25日（木）　午
後８時まで

●休日納税窓口：２月28日（日）　午
前８時30分〜午後５時

〈場所〉
　税務課
税務課収税班（☎62-5322）

介護保険料の納付と要介護認定の
申請の夜間窓口
　日中に納付や申請が困難な人のた
め、介護保険料の夜間納付と要介護認
定（個人申請分）の夜間申請を受け付け
ます。
日時／２月25日（木）　午後８時まで
場所／高齢者福祉課
高齢者福祉課介護保険班（☎62-53 

08）

　４月１日から消費者が電力の契約先を選択することが
できるようになるため、便乗商法によるトラブルに遭わ
ないよう、国民生活センターのアドバイスを紹介します。

【事例１】
　知らない電力会社Ａから電話があり「電力の自由化で
電力会社Ａと契約すれば電気を安く提供できる。訪問す
るので話を聞いてほしい」と言われた。了承したが、自
宅の設備を確認すると言うので不安になった。

【事例２】
　「電気代が４割安くなる」と言う電話があった。その業
者が「行政の指導で年齢を聞くことになっている」と言っ
たので、どこの行政かと尋ねると「上司から聞いていな
い」などとごまかされた。４割も安くなるのは不自然で
はないか。

【事例３】
　「電力が自由化になる前に太陽光発電システムを設置
し、電気を売電すればもうかる」と言う電話があった。
設置費用はローン手数料込みで総額が200万円、ローン

を組むと月々１万円の支払いで済むと言う。
アドバイス
◦「必ず安くなる」と言う言葉に気を付け、自分で電力の
小売自由化に関する情報を集める。
◦登録された小売電気事業者か確認する。
◦自分の地域がその事業者の供給地域になっているかを
確認する。
◦安くなる条件や、電力以外の商品などとのセット料金
や値引きになっていないか、契約期間や解約時の違約
金などを確認する。
◦電力の小売自由化に便乗した太陽光発電システムなど
の勧誘に気を付ける。小売自由化に直接関係のない契
約は必要性をよく考える。

●経済産業省専用ナビダイヤル
　電力小売自由化コールセンター（☎0570-028555）　
※午前９時〜午後６時、土・日曜日、祝日を除く。
旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話
（☎62-8019）

「電力の小売全面自由化」便乗商法に注意

消費生活センター

ほっと通信 Vol.59

事業者登録は
していますか？
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くらしのインフォメーションi

水道の安定供給を図るため理解と協力を
水道設備の点検を行います
　点検中は、一部地域で水の出が悪く
なることがあります。
日時／２月27日（土）　午後１時〜４時
対象地域／旭地域　※海上・飯岡・干
潟地域に影響はありません。
水道課工務班（☎63-8882）

市営住宅の入居者を募集します

募集期間／２月15日（月）〜29日（月）
※土・日曜日を除く。

〈募集住宅〉
●みどり住宅（ニの5665）：１戸
　�２ＤＫ（36.5㎡）、簡易耐火平屋建
て、昭和45年度建設

申し込み方法／財政課や各支所にある
所定の用紙に必要事項を記入し、必要
書類を添えて提出してください。 
※�申し込み（入居）には一定の条件あり。

財政課管財営繕班（☎62-5315）

作って食べよう
「旭昇塾太巻き寿司教室」
日時／２月25日（木）　午前10時〜
場所／第二市民会館
対象／市内在住・在勤の人
定員／20人
費用／500円（材料費）
申込期限／２月22日（月）

旭昇塾事務局（☎68-1175・農水
産課振興班内）

ボランティアが撮影をアドバイス
「刑部岬夕陽・夜景鑑賞会」
　「日本の夕陽百選」「日本夜景遺産」に
選ばれている刑部岬から、夕日と夜景
を眺めてみませんか。旭市観光写真ボ
ランティアによる鑑賞・撮影アドバイ
スもあります。
日時／２月21日（日）　午前10時〜午
後６時　※荒天中止
場所／飯岡刑部岬展望館〜光と風〜
内容／上永井公園と展望館からの景観
鑑賞など　
費用／無料
旭市観光写真ボランティア会・石井

（☎55-5206）

春の火災予防運動を実施
「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」
　３月１日（火）〜７日（月）に、春の火
災予防運動が実施されます。春先は空
気が乾燥し、１年で最も火災が発生し
やすい季節です。就寝前や出掛ける前
には、火の元を確かめましょう。
　また住宅用火災警報器の取り付けが
まだ済んでいない家庭は、早めに取り
付けましょう。
防火ポスター展を開催
　火災予防運動に併せ、小中学生を対
象としたポスター展を開催します。
期間／２月20日（土）〜29日（月）　
※優秀作品は、３月３日（木）〜11日（金）
まで市役所本庁舎ロビーに展示。

場所／●旭地域：東総文化会館　●海
上地域：海上公民館　●飯岡地域：い
いおかユートピアセンター　●干潟地
域：干潟公民館
消防本部予防課（☎63-5356）

もしものときに備えて
春季総合消防訓練を実施します
日時／２月21日（日）　午前９時30分
〜10時30分
場所／旭中央病院
内容／初期消火、火災防御、救急・救
助訓練　※見学可
消防本部警防課（☎63-5357）

救命技術のステップアップに
「上級救命講習」
日時／３月19日（土）　午前８時45分
〜午後５時
場所／総合体育館サブアリーナ
対象／普通救命講習（３時間）受講済み
の人　※市外で受講済みの人も可。
定員／30人
費用／無料
持ち物／普通救命講習修了証
申込期限／３月４日（金）
申し込み方法／旭消防署・各分署にあ
る申請書に必要事項を記入し、提出し
てください。 ※申請書は市ホームペ
ージからもダウンロード可。定員を超
えた場合は受講歴がない人を優先。

旭消防署救急班（☎63-0119・代
表）

お知らせ
Information

軽自動車の廃車などの手続きは
３月中に！
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の
所有者に課税されます。廃車や譲渡な
ど、所有状況に変更があった人は、必
ず３月中に手続きをしてください。
　手続きをしない場合は、引き続き課
税されますので注意しましょう。

原動機付自転車・小型特殊自動車／
市税務課課税班（☎62-5321）、二輪
車（125cc超）／関東運輸局千葉運輸
支局（☎050-5540-2022）、軽自動車

（三輪以上）／軽自動車検査協会（☎05 
０-3816-3114）

第二市民会館講座
「簡単！スウィーツ作り」
日時／３月17日（木）　午前10時〜午
後１時
場所／第二市民会館料理実習室
対象／20歳以上の人
定員／20人
費用／1,000円（材料費）

第二市民会館（☎63-8755）

あなたの出会いをサポート
「スプリングフェスタ〜春のティーパーティー」
日時／３月12日（土）　午後１時〜４時
30分　※メークサービスは午後１時
〜２時に実施。
場所／参加決定者に後日案内
対象／独身で20歳以上の人　※会員
優先
定員／男女各15人
内容／メークサービス（女性のみ）と
パーティー
費用／男性2,000円、女性1,000円
申込期限／２月25日（木）　午後５時
申し込み方法／タイトルを「春申込」と
し、住所、氏名、電話番号、生年月日
をメールで知らせてください。 ※定
員を超えた場合は抽選。
旭市出会いコンシェルジュ事務局

（☎62-5396・市民生活課市民生活支
援班内）　 deai-con@city.asahi.chi 
ba.jp
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　漬物といえば塩分が多く含まれる食品の代名詞ですが、甘
酢漬けであれば少なめの塩分でもおいしく食べられます。塩
味の漬物の代わりに食卓に出すと自然に減塩ができます。

VOL.73 大根の甘酢漬け

①�ダイコンは皮をむいて厚さ５㎜の半月切りに、鷹
の爪は種を除いて小口切りにする。
②�ポリ袋に切ったダイコンと調味料、鷹の爪を入れ、
袋ごと手でもんでなじませる。
③�袋の中の空気をできるだけ抜くようにして、袋の
口をしっかり閉じる。
④�冷蔵庫で一晩から１日程度、時々上下を返しなが
ら漬け込む。
⑤漬かったら、水気を切って盛り付ける。

作り方

【２月１日現在】		  前月比　
　人　口	 67,606人　	 （＋8人）
　　男	 33,208人　	 （▲10人）
　　女	 34,398人　	 （＋18人）
　世帯数	 25,523世帯	（＋36世帯）

人のうごき

【１月の移動】
　転入　243人　　出生　39人
　転出　189人　　死亡　85人

火災
【１月】　　　　  平成28年の累計
　建物火災	 1件	 （1件）
　そのほかの火災	3件	 （3件）

交通事故
【１月】　　　  平成28年の累計
　事故件数	 122件	 （122件）
　死亡者数	 0人	 （0人）

データシート

おい
しく食べよう

簡単・ヘルシーレシピ

旭産

平成28年２月15日発行［毎月２回 １日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの1920番地　☎0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

材料 （４人分）
ダイコン･･ 中1/4本（200g）
上白糖･･･････････ 大さじ２
塩･････････････ 小さじ1/2

酢･･･････････････ 小さじ１
鷹の爪･･･････ 少量（好みで） 問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課

予防班内)

日本の伝統文化を
伝えたい

日本舞踊講座講師

１人分の栄養価　エネルギー27kcal、塩分0.4ｇ

日本舞踊講座

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.56

披露したり、老人施設へ慰問に行ったりするまでになる
んです」と上達していく受講生の姿に目を細める。そし
て「始めたらとにかく続けてほしい」と日本古来の伝統文
化をさらに深く体得していくことを願っている。
　今後の目標は、日本舞踊を若い人たちに伝えていく
こと。「ぜひ体験してもらいたい。だって日本人だから
……」と幼稚園や保育所、小中学校などの課外活動とし
て指導できたらいいなと思っているのだそうだ。
　日本舞踊と出会って半世紀以上。「これからも日本舞踊
の伝承と普及のために、お役に立つことができれば――」
と笑顔で話してくれた。
行政へ一言！
　子どもたちに日本舞踊を伝えるため、学校のクラブ活
動や子ども向けの講座などができるといいですね。

花園 千名美さん（神宮寺）

　型にとらわれず、民謡な
どの舞踊を通して踊りの楽
しさを知る日本舞踊講座。
今年も第二市民会館での開
催を予定しています。くわ
しくは第二市民会館（☎63-
8755）まで。

「舞踊という日本の伝統文化を、多くの人に知って
もらい、次世代につないでいきたい」――。

　日本舞踊を始めたのは小学校１年生のとき。母親の勧
めがきっかけだった。ちょうど舞踊を習う小学校の先生
の紹介もあり、花園流の教室に入門した。幼少のころか
ら祖母の踊る姿に触れ、舞踊は身近な存在だったという
花園さん。その後、名取として長年活動し、今では花園
流家元三代目として伝統文化の継承に力を注いでいる。
　花園さんの活動の場は、日本舞踊協会をはじめ、市文
化協会やあさひ舞踊会など多方面にわたる。第二市民会
館で行われる日本舞踊講座もその中の一つだ。踊りの楽
しさを知ってもらおうと始まったこの講座も、今年で
26年目を迎え、今までに多くの受講生が指導を受けて
きた。「最初は着物も着られなかった人たちが、舞踊会で


